
「資金分配団体」NPO 法人 ACOBA の事業名は 

「ウィズコロナ地域活動再開計画」 

さてこの休眠預金活用事業、

資金分配団体、実行団体と

も、事業計画・予算計画をしっ

かり立て、進捗報告するのは

当然ですが、普通の助成金と

違うのは、事業実施過程で心

強い伴走支援がつくこと。 

 

「指定活用団体」である

JANPIA は明確な理念のもと「資金分配団体」をサポートし、資金分配団体はプログラムオフ

ィサーと共に「実行団体」を伴奏支援する。 

その伴走支援がこの事業の大切な要となっています。 

 

先日の中間報告会はその仕組みがとても有効に機能していること実感させてくれました。 

応募段階では未熟な部分も残っていた計画が、助成を受けたことにより覚悟ができ、「後に引

けない」と引き締まり、工夫改良され、どの顔も活力と自信に満ちていました。 

 

大事に大事にため込まれた国民の預金、結局忘れられちゃってかわいそうだったけど、こん

な風に活用され、日本中に波及していくのは神業としか思えません。 

 

コロナ禍の中スタートした事業、実行団体同士がリアルに顔を合わせることができたのも初め

てで、発表の熱量は半端なかったです。 

社会貢献事業をしながらお互いが大きく成長していることをしっかり確認できた中間報告会で

した。 

 

 

 

  

このシンボルマークが目印です 



「実行団体」（発表順） 

●NPO 法人スマイルクラブ 
〜コロナ時における子ども教育福祉支援事業 

●NPO 法人キャリアデザイン研究所 
〜新型コロナウイルス対応障害者就労支援事業 

  

●NPO 法人ゆこびと 
〜生活困窮者支援のための市内資源拡充事業 

●手賀沼まんだら 
〜孤立解消のためのコミュニティプレイスの運営 

 

  

●株式会社新閃力 
〜「子ども・若者オフィス」の開設  

 

 



実行団体の研修 
（レゴブロックを使ったワークショップ「レゴシリアスプレイ」） 

 

報告会に先立って、午前中は実行団体の研修が行われました。講師はプログラムオフィサー

も務める影山貴大さん。 

頭の中のイメージを「見える化」することで共有し、対話によって、自分たちの事業を改めて確

認する、というものです。頭で思考するのではなく、まず手を動かすようにとのアドバイス。 

 

１．ファシリテーターの影山さんがお題を出す 

２．お題に対してレゴブロックで各自が作品作り 

３．作品を元にメンバー間で対話を行う  

 

    
 

 

 

     

 

 

アヒルを作りましょう！ 



      

 



報告会後の交流会で話し合われたことの記録（グラフィックレコード） 
グラフィックレコーダー5 人が各団体に貼り付いて、内容を聞き取りながらその場で描き上げたものです。 
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●キャリアデザイン研究所 
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